
南
天
棒
と
そ
の
思
想
展
開
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モ
ー
ル
・
ミ
シ
ェ
ル

は
じ
め
に

本
稿
で
は
臨
済
宗
に
属
す
る
部
川
全
忠
（
俗
姓
は
中
尾
白
祢
兼
あ
だ
名
は
南
天
棒
、

一
九
九
八
年
の
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
人
物
を
含
め
た
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
際
、

主
題
を
幾
分
か
セ
ミ
ナ
ー
の
共
通
テ
！
マ
だ
っ
た
「
模
索
と
思
考
」
に
合
わ
せ
て
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
三
人
の
禅
家
の
事
例
を
通
し
て

(2
) 

明
治
に
お
け
る
曹
洞
・
黄
葉
・
臨
済
宗
の
同
時
代
の
模
索
を
検
討
し
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
研
究
成
果
の
一
部
が
す
で
に
英
文
で
出
版

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
焦
点
を
南
天
棒
に
当
て
て
、
未
公
開
資
料
の
紹
介
や
新
し
く
発
見
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
す
る

一
八
三
九
1

一
九
二
五
）
を
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。

こ
と
に
し
た
。

(3
) 

た
だ
し
、
こ
の
禅
僧
が
明
治
の
臨
済
宗
を
代
表
す
る
人
物
と
は
位
置
付
け
に
く
い
と
断
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
然
、
洪
最
宗
演
（
俗
姓
は

棒
、
一
八
六
0
1

一
九
一
九
）
の
よ
う
な
禅
僧
の
方
が
は
る
か
に
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
天
棒
は
率
甚
な
、
場
合
に
よ
っ
て
ナ
イ

l

ヴ
な

証
人
と
し
て
、
当
時
の
矛
盾
を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
南
天
棒
に
つ
い
て
、
特
に
「
資
料
と
そ
の
価
値
」
、
「
独
自
思
想
の
形

成
」
、
そ
し
て
「
伝
記
に
お
け
る
転
換
」
の
つ
一
つ
の
側
面
を
検
討
し
た
い
。

資
料
と
そ
の
価
値

そ
し
て
大
正
期
を
措
く
貴
重
な
人
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
何
と
言

っ
て
も
二
つ
の
自
伝
を
残
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
記
録
は
何
回
か
再
版
さ
れ
、
現
在
で
も
入
手
し
や
す
い
。
そ
の
自
伝
の
行
間
を
読
む

南
天
棒
が
「
時
代
の
証
人
」
、
つ
ま
り
幕
末
か
ら
明
治
時
代
、

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
状
況
や
同
時
代
の
人
を
明
ら
か
に
で
き
る
個
所
が
多
／
＼
実
に
情
報
の
宝
庫
で
あ
る
。
し
か

L

、
ど
ん
な
自
伝

で
も
そ
う
だ
が
、
そ
の
内
容
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
を
避
け
る
必
要
が
あ
り
、
む
し
ろ
読
み
手
の
疑
問
や
関
心
を
資
料
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
著
者
の
記
述
の
中
か
ら
筈
え
を
見
つ
け
出
す
形
で
自
伝
を
読
ん
だ
方
が
興
味
深
い
。
な
お
、
南
天
棒
に
は
他
の
著
作
も
あ
る
の
で
、

ま
ず
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
中
に
、
ど
の
著
書
が
現
存
す
る
か
を
種
類
別
、
そ
れ
か
ら
年
代
の
頓
で
整
理
し
て
み
た
。

南
天
棒
の
著
作

一
、
自
缶
類

『
南
天
棒
禅
話
』

南天棒とその思想展開

一
九
一
五
年
九
月

『
南
天
棒
禅
話
』
（
丙
午
出
版
〉
〔
秋
月
『
南
天
棒
禅
話
』
の
解
説
（
三O
五
頁
）
に
よ
る
。
］

一
九
七
八
年
四
月

町
南
天
棒
禅
話
』

叢
書
『
禅
』
凶
（
国
主
円
刊
行
会
）

一
九
八
五
年『

南
天
棒
行
脚
録
』

『
南
天
棒
禅
話
』
秋
月
龍
理
禅
書
復
刻
シ
リ
！
ズ5
、
秋
月
龍
現
編
（
平
河
出
版
）
。
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一
九
二
一
年

『
南
天
棒
行
脚
録
』
（
大
阪
屋
競
書
店
〉
［
秋
月
編
『
南
天
棒
行
脚
録
』
「
編
集
に
当
た
っ
て
」
に
よ
る
。
］



一
九
六
三
年
春
見
文
勝
『
禅
に
生
き
る
傑
僧
南
天
棒
』
（
春
秋
社
）
［
抜
粋
］
。
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一
九
八
四
年

司
南
天
棒
行
脚
録h

秋
月
龍
現
禅
書
復
刻
シ
リ
ー
ズ
3

、
秋
月
龍
現
編
（
平
河
出
版
）
0

二
提
唱
録

『
提
唱
碧
巌
集
』
上
中
下
三
巻
、
平
松
亮
卿
校
正
（
大
阪
屋
競
書
店
）
。

一
九
一
八
年
一
一
月
1

一
九
二
O
年
九
月

一
九
三
O
年
一
O
月
『
提
唱
臨
済
録
』
（
大
阪
屋
競
書
店
）
O

九
二
二
年
一
一
月
『
毒
語
心
経
』
（
先
進
堂
）
。

『
南
天
捧
提
唱
無
門
閥
』
（
先
進
堂
）
。

一
九
二
八
年
四
月

二
、
他
の
著
作

一
九
一
六
年
四
月
『
大
悟
一
番
』
（
河
野
出
版
部
）
。

一
九
一
六
年
九
月

『
一
喝
禅
』
（
大
阪
屋
競
書
店
）
。

一
九
一
六
年
一
O
月

一
九
二
O
年
二
月

『
機
略
縦
横
』
（
東
亜
堂
書
房
）
O

明
悪
錬
三
昧
』
（
帝
国
出
版
協
命
回
）
。

一
九
二
八
年
一
月

『
繭
の
極
致
心
を
練
り
人
を
作
る
』
（
中
央
出
版
社
）
。

四
、
漢
文
の
語
録

一
九
二
二
年
二
月

平
松
亮
卿
、
井
淳
宗
潤
編
『
白
崖
窟
語
録
』
上
下
二
巻
（
海
清
寺
戴
）
。

以
上
の
著
作
リ
ス
ト
か
ら
目
に
付
く
点
は
、
す
べ
て
が
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
以
降
、
つ
ま
り
南
天
棒
が
す
で
に
喜
寿
の
七
七
歳
を
迎

え
て
か
ら
の
刊
行
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
版
活
動
の
す
べ
て
が
南
天
棒
の
最
後
の
十
年
間
に
集
申
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の

記
録
の
ほ
と
ん
ど
が
弟
子
に
よ
る
編
集
だ
っ
た
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
南
天
棒
の
他
の
伝
記
資
料
と
し
て
、
南
天
棒
が
亡

ぎ
よ
く
げ
ん
ぶ
ん
て
い
｛

4

）

一
九
二
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
玉
鉱
文
鼎
（
俗
姓
は
小
畠
、
一
八
七
0
1

一
九
四
五
〉
編
の
『
績
近
世
樺
林
僧
賓
侍
』
も
あ
る
。

く
な
っ
た
直
後
、

そ
の
伝
記
事
項
の
大
半
は
南
天
棒
の
自
伝
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
後
継
者
の
り
ス
人
な
ど
は
新
し
い
。

五
、
未
公
開
資
料

南
天
棒
ゆ
か
り
の
寺
に
残
っ
て
い
る
原
資
料
は
案
外
少
な
い
。
幸
い
な
こ
と
に
、
南
天
棒
の
書
簡
の
下
書
き
の
一
部
、
そ
し
て
受
け
た
手

紙
や
他
の
古
文
書
が
仙
台
の
大
梅
寺
に
若
干
保
管
さ
れ
て
あ
る
。
ご
住
職
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
、
拝
見
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の

資
料
の
内
、
手
紙
の
送
受
を
記
録
す
る
ノ
l

ト
が
あ
り
、
そ
こ
に
南
天
棒
は
毎
年
手
紙
を
い
く
つ
も
ら
い
、
い
く
つ
送
っ
た
か
を
記
し
て

い
る
。
驚
い
た
こ
と
に
七
O
O
通
を
超
え
る
年
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
毎
日
平
均
二
通
に
返
事
を
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
草
書
の
短
い

わ
し
盆
の
だ
な

も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
課
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
自
伝
で
も
「
納
の
こ
と
を
手
紙
部
州
と
縛
名
し
さ

(5
>

れ
て
い
る
と
言
う
項
が
あ
る
。
そ
こ
に
「
柄
は
朝
は
三
時
に
起
き
て
手
紙
を
書
く
じ
ゃ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
柄
の
と
こ
ろ
に
は

乃
木
さ
ん
と
往
復
の
手
紙
や
詩
惜
の
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
誰
か
が
持
ち
出
し
た
か
、
み
な
散
っ
て
し
ま
う
た
」
と
生
前

お
お
が
め

の
手
紙
の
紛
失
（
盗
難
）
を
嘆
く
個
所
が
見
え
る
。
そ
し
て
同
項
は
「
柄
が
死
ん
だ
と
き
、
［
そ
れ
ら
の
手
紙
を
］
大
瓶
に
入
れ
て
一
緒
に

葬
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
遺
言
を
含
め
て
い
る
。
実
際
に
弟
子
達
が
そ
の
希
望
に
従
っ
た
と
す
れ
ば
、
墨
蹟
以
外
の
資
料
の
少
な
さ

が
裏
付
け
ら
れ
る
）
と
に
か
く
、
名
高
い
「
宗
匠
検
定
法
」
の
下
書
き
の
一
つ
が
幸
い
に
大
梅
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
つ

い
て
後
述
し
た
い
。

南天棒とその思想、展開

(6
) 

南
天
俸
が
晩
年
を
過
ご
し
た
西
宮
の
海
清
寺
で
さ
え
、
「
今
は
墨
蹟
以
外
何
も
残
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
状
況
が
近
代
仏
教
の
原
資
料
紛

失
を
代
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
響
い
て
く
る
。
大
梅
寺
の
ほ
か
、
松
島
の
瑞
巌
寺
の
宝
物
館
に
も
わ
ず
か
に
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
そ

の
明
治
二
七
年
八
月
二
九
日
付
け
の
「
団
地
小
作
人
改
撰
御
届
」
が
一
示
す
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
瑞
巌
寺
の
土
地
を
は
じ
め
経
済
的
な
建

て
直
し
が
中
心
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
南
天
棒
の
思
想
を
探
る
た
め
役
に
立
つ
他
の
材
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
内
務
省
が
京
都

の
妙
心
寺
教
務
本
部
に
宛
て
た
手
紙
の
場
合
、
封
筒
だ
け
が
宝
物
館
に
残
っ
て
い
て
、
そ
の
中
身
は
残
念
な
が
ら
消
失
し
て
い
る
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
比
較
的
に
少
な
い
と
し
て
も
、
自
伝
な
ど
は
時
代
背
景
を
理
解
す
る
に
は
貴
重
な
手
掛
か
り
に
な
る
。
し
か
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し
、
そ
の
「
貴
重
さ
」
が
ま
ず
露
骨
な
発
言
に
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
を
慎
重
に
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
逸
話
の
類

に
は
両
義
位
、
つ
ま
り
南
天
棒
が
強
調
し
た
い
側
面
と
我
々
が
読
み
取
れ
る
側
面
、
を
含
む
の
で
、
そ
れ
ら
を
見
分
け
る
作
業
が
要
る
。

(7
) 

内
部
資
料
を
外
部
資
料
（
他
人
に
よ
る
記
録
な
ど
）
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
が
、
そ
の
第
二
段
階
の
裏
付
け
捜
査
は
困
難
さ

を
極
め
て
い
る
。
同
時
代
を
生
き
た
人
物
で
南
天
惨
に
直
接
言
及
す
る
人
に
は
、
平
塚
ら
い
て
う
（
一
八
八
六

1

一
九
七
一
）
、
ま
た
は
批
判

(8
) 

を
加
え
た
井
上
秀
夫
（
一
八
八
0
1

一
九
四
五
）
の
声
が
記
録
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
逆
に
、
南
天
棒
か
ら
印
可
を
受
け
た
乃
木
希
典

（9
）
ま
さ
み

（
一
八
四
九1

一
九
二
一
）
、
ま
た
は
政
治
家
の
大
石
正
巳
（
一
八
五
五1

一
九
三
五
）
の
遺
書
に
は
南
天
棒
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら

（
印
）

な
い
。
ち
な
み
に
『
績
近
世
輯
林
僧
費
侍
』
に
は
南
天
棒
の
主
な
嗣
法
者
を
次
の
通
り
に
列
挙
し
て
い
る
。

f

き
く
せ
ん
（
U
）
り
ょ
う
け
い

嗣
法
の
者
は
、
雲
龍
軒
菊
倦
、
聴
松
軒
亮
卿
、
石
樵
居
士
乃
木
希
典
、
不
識
居
士
楠
田
謙
一
二
、
自
適
居
士
岡
田
乾
見
、
栽
松
居
士
大

ゅ
う
し
ゃ
そ
う
は
ん
（
ロ
）

石
正
巳
等
は
、
其
の
尤
者
な
り
。
而
し
て
松
雲
室
宗
般
、
飽
霜
軒
高
憶
も
、
亦
た
並
び
に
怖
の
印
可
を
受
く
と
云
う
。
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独
自
思
想
の
形
成

道
林
寺
に
託
さ
れ
た
夢

南
天
棒
が
山
岡
蟻
舟
（
一
八
三
六
1

八
八
）
と
協
力
し
て
東
京
で
瑞
光
山
道
林
寺
と
い
う
専
門
道
場
を
開
い
た
活
動
は
、
大
き
な
希
望
に

満
ち
て
い
た
。
南
天
棒
は
密
か
に
抱
い
て
い
た
夢
を
述
懐
し
て
い
る
。

（
日
）

陛
下
御
参
禅
の
御
所
を
作
ろ
う
と
て
骨
折
っ
た
。
山
闘
が
い
と
ど
斡
旋
し
た
。
時
の
東
京
府
知
事
は
高
崎
五
六
で
、
と
う
と
う
寄
付
帳

そ
れ
が
明
治
十
九
年
十
月
で
、
山
岡
は
帳
面
の
冒
頭
に
、
《
信
あ
る
者
は
菩
提
心
を
発
せ
》
と
大
書
し
た
。
惜
し
い

お
れ

か
な
、
居
士
も
死
し
納
も
ま
も
な
く
松
島
瑞
巌
寺
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
挙
は
一
時
中
止
し
た
が
、
古
例
も

る
ん
ぐ
う
（

M
）

あ
る
か
ら
ぜ
ひ
御
参
禅
の
行
宮
を
造
っ
て
お
き
た
い
。
今
に
そ
の
念
は
あ
る
。

に
印
を
つ
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
天
皇
の
参
禅
を
念
頭
に
置
い
て
道
林
寺
を
妙
心
寺
か
ら
認
定
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
た
。
「
い
よ
い
よ

ぶ
ん
え
さ

江
湖
道
場
の
公
称
を
出
願
」
と
い
う
文
章
は
、
当
時
の
妙
心
寺
管
長
だ
っ
た
無
撃
文
突
（
俗
姓
は
閥
、
室
号
は
樹
王
軒
、
そ
し
て
含
輝
室
、
一
八

（
日
）

一
八
1

九
八
）
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
当
時
の
道
林
寺
の
住
所
は
「
東
京
市
牛
込
区
市
ヶ
谷
富
久
町
八
番
地
」
だ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
（
『
南
天
棒
行
脚
録
』
一
二
三
頁
）

o

現
在
、
東
京
都
町
田
市
に
は
瑞
光
山
道
林
寺
と
い
う
寺
が
残
っ
て
い
る
。
現
住
職
の
村
上

宗
敏
和
尚
に
電
話
で
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
市
ヶ
谷
の
道
林
寺
が
、
昭
和
十
八
年
ご
ろ
に
焼
け
て
し
ま
い
、
そ
の
後
町
田
の
道
林
寺
と
合

併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
廃
寺
を
免
れ
た
。
し
か
し
元
の
寺
は
む
ろ
ん
現
存
し
な
い
。
道
林
寺
は
維
新
後
に
東
京
で
問
閉
山
さ
れ
た
初
め
て
の

僧
堂
で
あ
る
。

西
洋
文
明
に
対
抗
す
る
姿
勢

道
林
寺
を
創
立
し
た
時
の
南
天
棒
の
心
境
と
西
洋
に
対
す
る
姿
勢
は
関
連
が
深
い
。

禍
が
道
林
寺
に
お
る
頃
は
、
納
で
も
山
閣
で
も
、
寝
の
中
を
志

i
fるこ
と
に
骨
折
っ
た
も
の
じ
ゃ
。
坐
禅
を
し
て
精
神
を
練
り
、
や
が

て
来
る
西
洋
の
、
文
明
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
じ
ゃ
。
今
日
の
思
想
と
は
雲
泥
の
違
い
じ
ゃ
。
そ
こ
へ
天
下
の
老
臣
が
気
が
つ
か
ぬ
は

困
っ
た
も
の
じ
ゃ
の
う
。

（
口
）

た
だ
「
や
が
て
」
と
い
う
副
詞
が
語
勺
て
い
る
よ
う
に
、
南
天
棒
が
こ
の
自
伝
を
著
し
た
の
は
大
正
九
（
一
九
二

O
）
年
な
の
で
、
す
で

南天棒とその思想展開

に
四
O
年
近
く
経
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
じ
こ
ろ
の
自
伝
に
は
、
「
毛
唐
」
が
代
表
す
る
西
洋
の
脅
威
に
関
す
る
発
言

も
見
ら
れ
る
。
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伝
記
に
お
け
る
転
換

56 

さ
て
、
南
天
棒
の
伝
記
が
す
で
に
自
伝
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
要
点
だ
け
、
そ
し
て
「
転
換
」
の
切

っ
掛
け
に
な
っ
た
「
宗
匠
検
定
法
」
に
注
目
し
た
い
。

佐
賀
県
唐
津
出
身
の
南
天
棒
は
青
少
年
時
代
を
平
戸
で
過
ご
し
た
。

し
て
か
ら
一
八
歳
ま
で
の
聞
は
雄
香
寺
で
禅
僧
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
た
。
し
か
し
、
麗
宗
の
下
で
納
得
の
行
く
修
行
が
出
来
ず
、

れ
い
じ
ゅ
フ
（
悶
）

一
歳
の
時
に
麗
宗
全
津
（
一
八
二
0
1
八
O
）

の
下
で
出
家
得
度てコ

い
に
巣
立
ち
の
時
期
が
訪
れ
た
。
ど
う
し
て
も
僧
堂
に
行
き
た
い
南
天
棒
は
師
匠
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
本
格
的
な
修
行
の
旅
に
出
る
。

「
こ
れ
は
納
は
十
八
の
歳
で
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
八
月
二
日
じ
ゃ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
八
十
二
歳
の
き
ょ
う
ま
で
、
不
断
行
脚
底
じ

ゃ

L
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

せ
き
必
う
そ
う
み
ん

南
天
棒
が
最
初
に
掛
搭
し
た
僧
堂
は
八
幡
の
円
福
寺
で
、
そ
こ
で
石
鹿
宗
現
（
一
七
九
五
1

一
八
五
七
）
に
参
禅
し
て
、
噛
八
大
摂
心
の
末

日
に
初
関
（
最
初
の
公
案
）
を
透
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
老
師
は
翌
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
が
て
南
天
棒
は
久
留
米
市
の
梅
林
寺

ら

g
ん
げ
ん
ま

で
雲
水
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
羅
山
元
磨
（
一
八
一
五
1

六
七
）
の
下
で
修
行
す
る
こ
と
を
決
心
し
、
ニ
七
歳
で
印
可
を
受
け
る
ま
で
そ
の

側
近
と
し
て
仕
え
た
。

二
七
歳
で
印
可
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
は
、
記
録
的
な
若
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
師
匠
の
羅
山
も
弟
子
の
南
天
棒
も
そ
れ
を
自
覚
し
、
「
聖

胎
長
蓋
し
の
重
要
性
を
知
り
な
が
ら
印
可
を
与
え
る
の
は
「
室
内
の
穿
撃
が
済
ん
だ
ば
か
り
の
印
可
は
本
当
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
前
提
を

踏
ま
え
て
い
る
二
行
脚
録
』
九
三
頁
〉
。
そ
し
て
悟
後
の
修
行
を
磨
き
上
げ
る
に
は
、
多
く
の
師
匠
に
逢
う
こ
と
に
勝
る
方
法
が
な
い
と
羅

山
が
主
張
し
た
。
羅
山
は
宋
代
の
虚
堂
智
愚
（
二
八
五

1

一
二
六
九
）
の
「
十
病
論
」
を
挙
げ
て
「
病
は
一
師
一
友
の
処
に
在
り
」
と
諭
し

（
訂
）

て
「
一
遍
参
を
勧
め
ら
れ
た
」
。
こ
の
時
点
で
「
さ
て
羅
山
の
命
令
に
よ
り
一
過
参
に
出
か
け
る
と
き
、
法
戦
は
貰
剣
勝
負
で
な
け
れ
ば
役
に
立

（
刊
仏
）

た
ぬ
か
ら
、
武
具
と
し
て
か
な
り
太
い
南
天
棒
を
こ
し
ら
え
」
る
こ
と
に
な
り
、
倒
的
の
棒
が
誕
生
し
た
。

全
国
の
師
匠
に
参
禅
す
る
こ
と
は
「
四
十
有
余
年
の
年
月
間
」
に
及
ん
で
、
最
初
の
石
麿
か
ら
数
え
て
「
商
量
鉛
鎚
を
受
け
た
る
各
師
家

を
船J科
す
れ
ば
二
十
四
名
ほ
ど
で
あ
る
」
と
南
天
榛
は
自
負
し
て
い
持
。

南
天
棒
は
三
十
年
代
の
頃
に
維
新
の
移
行
期
を
迎
え
、

こ
こ
で
注
目
で
き
る
こ
と
は
、
多
く
の
師
匠
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
日
本
の
臨
済
禅
の
盛
衰
を
ず
っ
と
観
察
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
前
後
の
動
向
を
見
極
め
た
。
彼
の
結
論
と
し
て
「
禅
道
も
サ
、
明
治
十
年
頃

は
衰
微
の
極
じ
ゃ
っ
た
」
（
『
行
脚
録
』一五
八
頁
）
と
言
い
、
仏
法
を
護
持
す
る
使
命
感
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。

一
人
が
支
持
し
た
ば
か
り
に
、
至
道
が
生
ま
れ
て
、
正
受
が
生
ま
れ
、
白
隠
が
生
ま
れ
て
、
衰
極
の
禅
道
も
復
興
し
た
。
そ
れ
か
ら
こ

だ
い
と
う
ぜ
ん

の
南
天
棒
が
生
ま
れ
、
明
治
初
年
の
大
倒
禅
を
支
持
し
た
の
じ
ゃ
。
さ
あ
こ
の
次
に
生
ま
れ
る
の
は
誰
か
な
。
（
円
行
脚
録
』
一
五
九
頁
）

こ
の
使
命
感
が
原
動
力
と
な
っ
て
、
南
天
棒
は
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
「
宗
匠
検
定
法
」
を
打
ち
出
し
た
。
ζ

の
提
案
は
文
字
通

け
ん
げ

り
、
師
匠
（
老
師
）
の
公
案
に
対
す
る
見
解
を
再
確
認
す
る
た
め
に
、

一
種
の
試
験
を
受
け
さ
せ
て
能
力
を
判
定
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ

の
概
要
は
「
三
十
年
来
の
苦
辛
た
る
宗
匠
検
定
法
」
（
『
行
脚
録
』
二
五
九
1

二
六
八
頁
）
、
そ
し
て
「
宗
匠
検
定
法
」
（
『
禅
話
』
八
一1
八
二
頁
）

の
両
自
伝
に
あ
る
。
内
容
が
室
内
の
一
部
の
公
案
を
順
番
に
羅
列
し
て
い
る
の
で
極
秘
扱
い
で
「
試
験
秘
書

L
と
書
い
で
あ
っ
た
が
、
秋

月
龍
現
『
禅
入
門
公
案
三
十
三
一
則
』
（
秋
月
龍
現
著
作
集
問
、
三
一
書
房
、

一
九
七
九
年
、
二
五
三
丁
二
九
四
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
以
来
、
公
の
資

料
と
な
っ
た
。

南天棒とその思想展開

と
こ
ろ
が
、
依
然
と
し
て
こ
の
資
料
に
絡
む
問
題
が
多
い
。
ま
ず
、
秋
月
姉
が
用
い
た
元
の
資
料
は
海
清
寺
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
現
在
行

方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
秋
月
師
が
一
九
九
九
年
九
月
一
三
日
に
遷
化
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
聞
き
ょ
う
が
な
い
。
そ
れ

か
ら
「
宗
匠
検
定
法
」
が
な
ぜ
失
敗
に
終
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
ま
だ
謎
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
、
妙
心
寺
の
中
に
「
宗

匠
検
定
法
」
に
対
し
て
、
ど
ん
な
反
応
が
現
れ
た
か
を
克
る
必
要
が
あ
る
。
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妙
心
寺
の
反
応

当
時
の
妙
心
寺
の
機
関
誌
『
正
法
輪
』
は
会
議
に
つ
い
て
「
雑
報
」
な
と
で
そ
の
内
容
を
詳
し
く
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
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「
宗
匠
検
定
法
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
は
ず
の
明
治
二
六
年
に
は
、
そ
れ
に
言
及
す
る
記
事
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
翌
年
の
明
治
二
七
（
一

八
九
四
）
年
五
月
上
五
日
発
行
の
三O
号
に
初
め
て
「
宗
匠
検
定
法
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
。
こ
の
三
O
号
に
は
南
天
榛
に
関
す
る
こ

と
が
四
頁
に
亘
っ
て
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
編
集
室
の
方
針
よ
り
も
「
南
天
棒
老
師
が
建
議
請
願
書
と
題
せ
る
左
記
の
文
を
寄

(M
) 

せ
て
掲
載
を
命
ず
」
る
こ
と
に
依
っ
て
い
た
。
最
初
に
松
島
の
瑞
巌
寺
（
記
事
で
は
璃
岩
寺
）
に
関
す
る
南
天
棒
の
建
議
書
と
理
由
書
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
南
天
棒
は
主
に
端
巌
寺
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
ー
ょ
う
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
「
宗
匠
検
定
法
」
を

建
議
書
の
形
で
載
せ
て
い
る
が
、
編
集
者
が
わ
ざ
わ
ざ
前
置
き
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
が
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
の
で
、
原
文
を

見
て
お
こ
う
。

這
回
妙
心
寺
派
第
三
大
会
議
に
就
き
、
南
天
棒
禅
師
よ
り
宗
匠
験
定
法
を
建
議
あ
り
し
に
、
各
議
員
に
於
て
是
れ
は
到
底

．
｛
お
）

議
場
に
於
て
討
議
す
べ
き
も
の
に
非
ず
、
国
て
会
議
后
各
宗
匠
秘
密
室
内
会
議
事
』
開
き
、
其
議
決
を
妙
心
寺
派
管
長
現
下
へ
申
上
す
る

こ
暗
に
す
べ
し
と
論
決
さ
れ
た
り
。
故
に
不
日
其
実
を
挙
げ
ら
る
》
や
に
き
く
菩
人
其
当
非
を
知
ら
ず
。

記
者
日
く

無
名
の
記
者
な
の
で
、
ど
な
た
か
は
判
ら
な
い
が
、
こ
の
前
置
き
を
書
い
た
人
は
少
し
皮
肉
な
口
調
で
会
議
の
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

ま
ず
そ
の
前
年
に
同
じ
議
題
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
伏
せ
て
い
る
。
「
逗
回
」
は
「
今
回
」
な
の
で
、
南
天
棒
が
初
め
て
そ
れ
を
提
案
し
た
よ

う
に
ほ
の
め
か
す
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
こ
の
提
案
が
「
到
底
議
場
に
於
て
討
議
す
べ
き
も
の
」
で
は
な
い
こ
と
を
出
席
者
の
各
議
員

に
託
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
師
匠
が
秘
密
会
議
を
開
い
た
と
述
べ
、
確
認
が
不
可
能
な
こ
と
を
断
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
い
内
に
（
不
自
）

何
ら
か
の
決
定
が
管
長
か
ら
下
さ
れ
る
と
推
定
し
て
、
自
分
の

L

仇
う
な
者
が
南
天
棒
の
建
議
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
知
ら
な
い
と
言

っ
て
、
逃
げ
て
い
る
印
象
を
与
え
る
。
次
は
建
議
書
の
内
容
の
掲
載
で
あ
る
。

建
議
室
百

今
般
本
派
内
宗
匠
検
定
方
法
別
冊
ノ
如
ク
起
案
仕
候
問
、
議
員
諸
大
徳
御
協
賛
ノ
上
本
派
管
長
へ
請
願
シ
、
当
期
ヨ
リ
施
行
被
降
侠
様

相
成
度
差
ニ
建
議
ス
。

宮
城
県
陸
前
置
宮
城
郡
松
嶋
村
別
格
地
瑞
巌
寺
住
職

明
治
廿
七
年
四
月
一
ぜ

賛建
成議
者者

柏中
樹原
1車部
海きナ1-1 宣

同

河
野
藻
品
川

外

四
十
三
名

（
却
）

議
長
阪
上
宗
詮
殿

主
意
書

戟
近
的
ノ
涜
季
－
一
際
シ
我
祖
宗
門
下
向
よ
ノ
大
事
入
厩
入
細
ノ
研
究
ヲ
尽
ク
ス
者
稀
子
ン
テ
、
僅
ニ
叢
林
ニ
掛
搭
シ
一
知
半
解
ヲ
得
タ

（
沼
）
（
お
）

ル
者
ア
ル
ャ
、
師
家
ハ
老
牛
乳
噴
ノ
宋
仁
ヲ
垂
レ
テ
終
ニ
挽
回
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
相
似
ノ
漢
ヲ
打
出
シ
テ
塊
ヂ
ザ
ル
ニ
至
ル
。
此
レ
郎
チ

癒
児
伴
ヲ
牽
ク
ノ
請
力
。
自
ラ
既
ニ
冬
瓜
大
ノ
印
状
ヲ
宝
秘
シ
、
再
南
方
参
探
／
精
彩
ヲ
悉
セ
ザ
ル
ニ
依
ル
。
如
此
ニ
シ
テ
数
年
ヲ
出

デ
ン
力
、
真
風
全
ク
堕
落
シ
、
祖
庭
荒
涼
ト
シ
テ
看
ル
ニ
忍
ビ
ザ
ル
惨
状
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
ル
ナ
ラ
ン
。
設
令
ヒ
不
幸
ニ
シ
テ
自
救
不
了

ナ
ル
モ
仏
祖
ノ
深
息
何
ヲ
以
テ
報
答
セ
ン
カ
。
之
レ
ヲ
憂
ヒ
之
レ
ヲ
救
護
ス
ベ
キ
ハ
諸
大
徳
メ
責
務
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
ヲ
以
テ
、
今
ヨ
リ

1¥i天棒とその思想展開

本
派
管
長
現
下
ニ
建
言
シ
、
宗
匠
検
定
ノ
方
法
ヲ
挙
行
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
請
ヒ
、
聯
カ
宗
旨
ム
叩
如
懸
糸
ナ
ル
ヲ
救
護
セ
ン
ト
ス
。
左
ニ

其
方
法
ヲ
掲
グ
。

妙
心
寺
派
宗
匠
検
定
方
法

第
一
条
妙
心
寺
派
公
認
専
門
道
場
ノ
師
家
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
此
検
定
法
ニ
依
リ
検
定
済
ノ
証
明
書
ナ
ケ
レ
パ
其
資
格
ヲ
具
シ
タ
ル
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第
二
条

検
定
師
ハ
本
派
管
長
親
ラ
之
－
一
任
ジ
文
ハ
適
当
ノ
考
ヲ
シ
テ
之
ガ
代
理
タ
ラ
シ
ム

代
理
者
ハ
平
素
接
衆
ヲ
務
ム
ル
者
ヲ
シ
テ
其
中
ニ
就
テ
互
選
セ
シ
ム
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第

条

検
定
法
ヲ
分
チ
テ
二
人
ス
。
日
ク
口
頭
、
日
ク
書
取
。
口
頭
検
定
ハ
被
検
者
ヲ
密
室
ニ
引
キ
、
五
家
七
宗
要
領
ノ
古
則
ニ
就

キ
所
解
ヲ
呈
セ
シ
ム

枯
弄
検
定
ハ
検
定
師
ヨ
リ
諜
セ
シ
古
則
ニ
就
キ
下
請
拍
弄
ヲ
呈
セ
シ
ム

第
四
条

検
定
畢
ル
ノ
后
所
得
ノ
綱
領
十
分
ナ
ル
ト
認
断
ス
ル
者
ハ
大
宗
匠
－
一
推
シ
他
日
管
長
候
補
者
ニ
選
挙
ス

検
定
ヲ
乞
ハ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
管
長
二
親
展
シ
テ
所
志
ヲ
具
状
シ
指
揮
ヲ
待
ツ
ベ
シ

第
五
条

第
六
条
日
時
ハ
管
長
之
ヲ
定
メ
本
人
ヲ
出
頭
セ
シ
ム

第
七
条

被
検
人
ノ
性
行
、
宗
匠
ニ
不
適
合
ト
認
レ
パ
検
定
ヲ
謝
断
ス

平
素
接
衆
ヲ
作
ス
者
t
h

錐
ド
モ
検
定
ヲ
得
ザ
ル
者
ハ
本
派
内
ニ
於
テ
宗
匠
ノ
待
遇
ヲ
作
サ
ゾ
ラ
シ
ム

第
八
条

以
上

こ
の
文
章
で
南
天
榛
は
「
議
員
諸
大
徳
が
御
協
賛
の
上
、
本
派
管
長
へ
請
願
し
、
当
期
よ
り
施
行
降
さ
ら
れ
候
う
様
、
相
成
り
た
く
」
と

訴
え
て
い
る
。
つ
ま
り
諸
師
が
建
議
の
内
容
に
賛
成
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
「
当
期
」
を
「
採

（
川
品
）

択
さ
れ
た
時
」
と
解
釈
す
る
か
、
ま
た
は
「
前
年
の
会
議
で
満
場
一
致
さ
れ
た
時
点
」
と
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
っ

て
く
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
早
い
実
施
が
要
点
に
な
っ
て
い
る
。

南
天
棒
の
狙
い
を
浮
き
彫
り
に
す
る
、
も
う
一
つ
の
未
公
開
資
料
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
の
資
料
は
一
九
九
八
年
三
月
二
五
日
に
大
梅
寺
で

撮
影
を
許
さ
れ
た
「
宗
匠
検
定
法
」
の
下
書
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
最
初
の
部
分
だ
け
を
紹
介
す
る
。
こ
の
部
分
は
秋
月
編
「
宗
匠
検

定
法
」
に
な
い
の
で
特
に
興
味
深
い
。
な
お
、
「
宗
匠
検
定
法
」
の
本
文
に
関
し
て
『
秋
月
龍
現
著
作
集
』
刊
に
あ
る
も
の
の
方
が
完
成
度

が
官
向
い
。

大
梅
寺
蔵
の
「
宗
匠
検
定
法
」

［
第
一
丁
］

管
長
殿
下
奉
呈
書

中
原
部
州
〈
朱
印
〉

［
第
二
了
］

宗
匠
L

唱
ス
ル
試
験
法
建
言

陸
前
田
宮
城
郡
松
島
村

瑞
巌
寺
住
職中

原
郡
州

扱
テ
ハ
当
時
各
道
場
ニ
於
テ
接
衆
ア
り
シ
宗
匠
方
／
内
世
ノ
弊
風
－
一
流
ニ
随
テ
、
宗
主
内
之
大
事
ヲ
島
署
ニ
流
シ
、

世
間
ノ
風
評
間
ク
ニ
忍
ビ
ズ
、
悲
嘆
ス
ル
ニ
堪
ヘ
ズ
。
依
テ
管
長
老
師
ヲ
仰
ヒ
デ
、
室
内
ノ
試
験
点
げ
希
願
ス
ル
所
ナ
リ
。
先
ヅ
機
関

言
詮
ヲ
初
メ
葛
藤
集
、
大
恵
均
宅
，
五
祖
録
、
虚
堂
録
、
機
安
一
国
語
、
霊
殿
録
等
ヲ
大
暑
相
済
ス
事
ハ
無
論
、
無
門
関
全
部

一
言
衆
盲
ヲ
曳
テ
、

南天棒とその思想展開

［
第
三
丁
］

透
過
ス
ル
勢
不
待
。
左
ニ
記
載
セ
ン
試
験
法
ノ
表
日
第
一
ヨ
リ
第
士
プ
難
関
ニ
至
ル
迄
ノ
古
財
文
ハ
御
参
考
ノ
為
ニ
呈
シ
置
ケ
リ
。

目
今
宗
匠
ト
称
ス
ル
試
験
表
ヲ
改
良
シ
、
厳
重
ニ
御
試
験
被
為
遊
度
、
幾
重
－
一
モ
奉
願
ス
ル
考
也
。
左
無
ク
テ
ハ
祖
師
ノ
真
風
、
地
－
一

望
ル
コ
ト
鏡
ニ
掛
テ
見
ル
ガ
知
シ
。
仰
ギ
希
ク
ハ
不
肖
ガ
志
操
ヲ
憐
ン
デ
御
採
用
ヲ
奉
庶
幾
所
候
也
。

血
一
波
誠
恐
実
短
謹
一
宮
口

白
崖
窟
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［
第
四
了
〕

謹
上

管
長
産
匡
道
殿

［
第
五
丁
］

臨
済
録
ハ

碧
巌
集
ハ

虚
堂
録
ハ

大
恵
書
ハ

正
宗
費
ハ

江
湖
集
ハ

禅
儀
外
文
ハ

以
上
七
部
ノ
書
ト
云

［
第
六
丁
〕

禅
宗
七
部
書

為
明
宗
旨
之
根
本
也

為
知
法
有
深
浅
也

為為
耕鑑
知言
見句
邪疎
法正細
也き也

為
通
伝
賛
自
由
也

為
達
侶
煩
死
活
也

巧
の
誤
字

為
分
文
章
功
拙
也

（
）
カ
ッ
コ
の
中
は
筆
者
に
よ
る
も
の

〈
〉
カ
ッ
コ
の
由
は
原
文
の
朱
の
と
こ
ろ

本
派
内
自
今
世
上
師
家
ト
称
ス
ル
分

七
拾
歳
以
上

湾
海
老
師
（
玄
日
日
）

無
風
干
老
師
（
文
突
）

伽
山
老
師
（
会
稜
）

蓉
嶺
老
師
（
維
禎
）

沖
敬
仲
老
師
（
文
隆
）

静
道
老
師
（
周
一
）

〈
以
上
試
験
無
分
〉

〈
以
上
六
名
〉

南天棒とその思想展開

六
拾
歳
以
上

謀
岳
（
宗
寿
）

貞
山
（
宗
恒
）

釣
皇
（
玄
海
）

淡
海
（
玄
珠
）

錨
牛
（
祖
印
）

綱
宗
（
宗
源
）

晦
谷
（
但
雄
）

〈
以
上
七
名
〉

五
拾
歳
以
土

越
山
（
恵
歌
）

部
州
（
全
忠
）

栂
外
（
道
倫
）

毒
湛
（
匝
三
）

猷
鵡
（
玄
達
）

異
体
字

喚
膿
（
文
敬
）

大
義
（
祖
勤
）

虎
関
〈
宗
補
）

晦
堂
（
不
詳
）

民
浮
（
宗
詮
）

［
第
七
丁
〕

良
渓
（
禅
規
）

禾
山
（
玄
鼓
）

南
器
（
全
愚
〉〈

以
上
十
三
名
〉

市
原
部
州
〈
朱
印
〉
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四
拾
歳
以
上

藻
林
（
義
南
）

｛
一
不
投
（
玄
芳
）

賓
叢
（
定
員
）

東
議
（
自
問
）

精
洲
（
全
明
）

令
聴
（
洞
宗
）

宗
海
（
函
態
）

元
魯
（
笛
川
）

管
嶺
（
元
康
）

悪
澄
（
湘
山
）

無
底
（
無
底
）

海
目
安
（
祖
芳
）

E弟
七
丁
］

雄
…
州
（
担
英
）

華
岳
（
宗
貫
）

f台宗
山仙潤

文大
悦航

〈
以
上
十
六
名
〉

合
計
四
十
二
名

以
上
弐
拾
六
員
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以
上
、
大
梅
寺
蔵
の
「
宗
匠
検
定
法
」
の
最
初
の
七
丁
だ
け
を
写
し
て
お
い
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
お
蔭
で
、
当
時
の
妙
心
寺
の
老
師
を

64 

年
齢
別
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
宗
匠
検
定
法
」
が
妙
心
寺
の
師
匠
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
れ
は
、
管

長
制
度
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
宗
派
の
区
分
（
こ
の
場
合
「
臨
済
宗
」
）
と
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
若
干
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
明
治
二
六
年
の
頃
、
少
な
く
と
も
南
天
棒
に
と
っ
て
、
意
識
は
ま
ず
「
本
山
」
と
い
う
単
位
に
あ
り
、
臨
済
宗
全
体
を
刷
新
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
妙
心
寺
だ
け
を
革
新
す
れ
ば
良
い
模
範
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
「
宗

匠
検
定
法
」
が
長
年
の
苦
労
の
結
晶
だ
っ
た
だ
け
に
、
そ
れ
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
南
天
棒
に
と
っ
て
宗
門
に
対
す
る
幻
滅
を
覚

え
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

在
家
一
般
へ
の
布
教

「
宗
匠
検
定
法
」
の
失
敗
の
結
果
と
し
て
、
南
天
棒
は
在
家
一
般
に
禅
を
広
め
る
こ
と
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。
自
分
の
失
策
が
あ
っ

た
と
認
め
な
が
ら
も
、
一
種
の
諦
め
が
生
じ
る
と
共
に
憤
慨
を
隠
せ
な
い
。

そ
こ
で
柄
も
サ
、
こ
ん
な
に
腐
っ
た
現
代
の
宗
師
ど
も
を
焼
き
直
そ
う
と
し
て
も
、
骨
折
り
損
の
宅
跡
れ
儲
け
で
、
と
て
も
そ
れ
だ
け

の
効
能
は
な
い
。
〔
：
：
：
〕

じ
ゃ
な
ら
納
も
居
士
や
大
姉
を
民
間
に
打
出
し
て
、
有
力
の
護
法
の
士
一
姉
を
造
る
こ
と
に
し
よ
う
と
決
心
し
た
訳
詞
「

む
す
び

ば
洪
川
宗
温
（
蒼
龍
窟
、
俗
姓
は
今
北
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
南
天
棒
は
在
家
の
人
の
指
導
を
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
同
時
代
を
生
き
た
師
匠
、
た
と
え

一
八
一
六1

九
二
）
に
よ
く
似
て
い
る
。
出
家
者
の
教
育
と
在
家
の
指
導
が
明
治
仏
教
界
の
共
通
課
題

で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
方
法
に
関
し
て
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
ご
の
小
論
で
は
特
に
「
宗
匠
検
定
法
」
と
そ
れ
に
関
わ
る
新

し
い
資
料
を
取
り
上
げ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
浜
川
以
後
の
一
般
的
な
傾
向
が
西
洋
風
の
学
問
の
重
視
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

南
天
棒
は
む
し
ろ
師
匠
の
伝
統
的
な
教
養
を
再
び
確
立
し
な
い
と
宗
門
が
消
え
て
心
ま
う
と
警
告
し
て
い
る
。
現
在
の
僧
堂
の
あ
り
方
を

観
察
す
る
と
、
「
宗
匠
検
定
法
」
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
そ
の
方
針
が
か
な
り
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
一
番
肝

心
な
室
内
で
の
参
禅
の
仕
方
は
ほ
と
ん
ど
「
近
代
化
」
の
旋
風
を
受
け
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
現
状
に
対
す
る
賛
否
を
別
と
し
て
、
南
天
榛
を
通
し
て
、
江
戸
と
明
治
時
代
の
境
界
線
が
政
治
史
の
上
で
は
比
較
的
に
明
確
で
あ
る

に
せ
よ
、
仏
教
史
、
あ
る
い
は
思
想
史
の
場
合
、
歴
然
と
し
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
近
世
と
近
代
の
聞
に
一
一
種
の
「
隠

さ
れ
た
連
続
性
」
が
存
在
し
た
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
臨
済
宗
に
お
い
て
表
面
の
応
急
策
と
平
行
し
て
、
底
流
に
は
江
戸
時
代
の

伝
統
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ご
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
公
案
の
扱
い
方
な
ど
は
、
そ
れ
を
代
表
す
る
。
そ
の
修
行
形
態
で
の
変
化
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
固
定
化
、
形
骸
化
の
方
向
も
否
定
で
き
な
い
が
資
料
の
裏
付
け
は
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
。
宗
派
意
識
が
成
長
す
る
と

い
う
こ
と
と
、
新
し
い
息
吹
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

※
本
稿
が
成
っ
た
の
は
、
大
梅
寺
の
星
智
雄
和
尚
が
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
お
蔭
で
あ
る
。
こ
こ
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

南天棒とその思想展開

参
考
文
献

［
和
室
閏
］

秋
月
龍
現
『
禅
入
門
ィ
公
案
三
十
三
則
』
秋
月
龍
現
著
作
集
叩
（
＝
二
書
房
、
一
九
七
九
年
）
。

荻
須
純
道
「
明
治
以
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の
妙
心
寺
」
、
川
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山
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『
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妙
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史
』
｛
恩
文
閥
、
一
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村
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「
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、
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編
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［
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］
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寺
1
J

則
天
去
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へ
の
軌
跡
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一
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九
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年
）
。
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平
塚
ら
い
て
う
司
元
始
、
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性
は
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陽
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ら
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自
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開
店
門
出
円
三
5
D
Z

』
e
s
s

守
主
忌

5
3

・

h
J
q珪
『
D
』R
a
h－
s
h
q

ミ
2

．

F
巾
《
凶
－
Z
♀

σ
可

7－
－
∞
・
』
白
ロ
由
巾
口
白
コ
色
。
・
日

N
O
N
E白ロ
－
M
V江
口
円
巾H
O
D－
Z
・
し
｝
・
一
一
℃
コ
ロ

n
z
o
口
町
吉
〈
巾
叫
印
』
片
山
、
司
吋
巾
的
印
・

Y向
。
ヶ
ア
ζ
－n
u
m
u
－
－E
E

－
N
g

閉
山
口
門
丘
町
一
的
活
仏
ロ
コ
ロ
尚
吾
巾
→

o
wロ
ぬ
邸
宅
居
間
V
R－o
門
同
一
寸
宮
巾
の
『
回
目
一
一

g
m
巾
言
。
。

σ
ミ
c
ロ
己

ω巾
n
g
『
広
口

。
。
ロ
的
。05
2
g

－K
E
3
2
と
由
民
、
き
』
也
、

P
S
E
E
h
s
a
M
S回
目
（
品
）
ωた

ω
4
N

ζ
o
y円
・
ζ
－n
y巾
］
・5
g

－
Y
白O
口
出
印
片
付
」
「
「
白
色
己
。
口
白
『
戸
内
同
「
ミ

M
V
E
n同庁
内
同5
5
5

巾

2
『
目
。
巾2
－4
m
O

同

Z
白
口
同
巾
コσ
。
一
〉
河
内
田
円
u
O
D
m巾
。
『

』
白u
g
g
m
N
m
p
回
口
（
】
門
5
2
5
Z
Y

向
。
仏R
E
q
－
N
2
切
に
を
』
ぜ
な
ヨ
『
注
目
Y

－M
一
g
i
g
・

玄
0
7ア
ζ
】
円
『
M
m
v］・
円C
m
u
∞
・
』
白HU白
コ
巾
印
巾
N
巾
門
戸
∞n
u
o
o一
日
白
ロ
門
同HU巾
→
E
D
m
E
O
コ
件
。
玄
巾
C－
一
〉
－u
z
z
－
一
門
司
C

同
河
内
印
刷
》

O
ロ
由
市
出
E
H
y
o
Z
5
2
2
z
z

P
2
5

山
、
．
，
h号
室
内
F
hミ
ロ
ミ
ヨ
ミ
司
、
河
内
宮
崎

S
E
M
H邑
5

・
M
R円
宣
言
電

S

ミ
S
ぷ
2
M
m
（
－N
）
一
－E
4
N日ω・
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註（1

）
山
山
家
者
の
場
合
、
生
前
に
は
俗
姓
と
道
号
、
そ
し
て
滅
後
に
は
道
号
と
法
誇
を
用
い
る
慣
習
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
た
と
え
ば
南
天

棒
の
場
合
、
生
前
に
中
原
郡
州
、
そ
し
て
滅
後
に
部
川
全
忠
と
呼
ぶ
の
が
正
式
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
資
料
で
名
前
を
探
す
必
要
を
念
頭
に

お
い
て
、
俗
姓
が
あ
っ
た
方
が
良
い
。
そ
れ
を
生
没
年
と
と
も
に
括
弧
の
中
に
記
し
た
。
ち
な
み
に
南
天
棒
の
俗
姓
は
本
来
、
盟
国
だ
っ
た
。
父

じ
ゅ
へ
え
乙
れ
か
ず
ザ
ん
包

親
の
氏
名
は
盟
国
大
助
で
、
後
に
盟
関
寿
兵
衛
惟
和
に
改
め
た
（
『
南
天
棒
禅
話
』
一
九
八
五
年
版
、
一
一
一
九
頁
、
以
下
吋
禅
話
』
と
略
す
）
。
し
た
が
っ
て

南
天
棒
の
幼
名
は
堕
回
慶
助
だ
っ
た
。
南
天
棒
が
七
歳
の
時
、
母
親
の
喜
多
子
が
亡
く
な
り
、
出
家
に
繋
が
る
契
機
に
な
っ
た
が
、
南
天
棒
の
亡

き
母
に
対
す
る
熱
心
な
親
孝
行
か
ら
父
が
名
を
「
孝
治
郎
」
に
改
め
た
（
『
行
脚
録
』
二

0
1

二
頁
、
『
樽
話
』
二
二
O
頁
）0

そ
れ
か
ら
南
天
棒
は
一

も
と
み
つ

八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
「
中
原
」
と
い
う
姓
を
沼
氏
族
の
毛
利
元
蕃
（
一
八
一
六

1

八
四
）
か
ら
受
け
た
（
「
行
脚
録
」
一
四O
頁
）
。
元
蕃
に
つ
い
て

南天棒とその思想展開

は
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、

（2
）
玄
。
可
’
玄
－
n
y
m－
－
－
∞
由
∞
・

（3
）
人
名
と
書
名
の
場
合
、
原
文
の
旧
字
体
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
資
料
に
関
し
て
、
本
誌
の
新
漢
字
使
用
の
編
集
方
針
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
便
宜
上
の
理
白
か
ら
、
原
文
に
な
か
っ
た
句
読
点
と
濁
点
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

（4
）
「
近
世
鵡
林
僧
賓
侍
』
三
巻
（
思
文
相
剛
、
一
九
七
三
年
の
復
刻
本
、
原
害
は
一
八
九

O
年
、
そ
れ
か
ら
続
編
ば
一
九
二
六
年
に
出
版
さ
れ
た
）
。
南
天
棒
に
関
す

る
項
は
第
三
巻
、
四
九
五1
五
O
三
頁
に
あ
る
。

（5

）
一
九
八
四
年
版
『
南
天
棒
行
脚
録
』
三
四
八
頁
（
以
下
『
行
問
録
』
と
略
す
）
。

（6
）
春
見
文
勝
（
一
九
O
五
1
九
八
）
姉
の
後
継
者
の
一
人
で
お
ら
れ
る
平
出
構
揮
老
師
の
一
九
九
九
年
七
月
一
五
日
付
け
の
お
手
紙
に
よ
る
回
答
。

文
勝
老
師
滅
後
、
お
一
人
で
隠
寮
を
片
付
け
ら
れ
た
弟
子
な
の
で
、
極
め
て
信
愚
性
が
高
い
。

（7

）
自
伝
の
『
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
』
の
第
一
冊
は
参
禅
の
主
な
記
録
を
含
め
て
い
る
。

（8

）
佐
橋
法
龍
『
井
上
秀
天
』
（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
二
年
）
の
中
に
「
南
天
棒
の
ハ
ッ
タ
リ
禅
」
と
題
す
る
部
分
が
あ
る
（
九

0
1
九
六
頁
）
。
し
か
し

極
め
て
感
情
的
な
軽
薄
な
批
判
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（9

）
『
禅
話
』
と
『
行
脚
録
』
に
は
乃
木
に
関
す
る
事
項
が
か
な
り
多
い
。
し
か
し
乃
木
が
残
し
た
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
の
両
方
の
日
記
に
は
南
天

棒
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
い
。
乃
木
神
社
社
務
所
編
『
乃
木
希
典
全
集
』
（
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
）
。
日
記
の
記
述
は
非
常
に
問
潔

で
、
た
い
て
い
お
好
み
の
乗
馬
に
関
す
る
事
、
ま
た
は
手
紙
の
送
受
な
ど
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
乃
木
が
参
／
禅
の
問
答
だ
け
を
記
録
す
る
行
券
を

作
成
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
自
決
す
る
前
に
そ
れ
を
処
分
し
た
、
あ
る
い
は
火
葬
の
肝
尽
に
誰
か
が
そ
れ
を
燃
や
し
た
可
能
性
も

あ
る
。

（
叩
）
大
石
正
巳
は
『
禅
話
』
の
序
文
を
書
い
て
い
る
。
栽
松
と
い
う
居
士
号
、
そ
し
て
大
正
乙
卯
（
四
年
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
国
史
大
辞
典
』

に
（
誤
植
を
含
む
）
項
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
［
大
正
］
四
年
一
月
大
隅
内
閣
の
農
相
就
任
勧
誘
を
断
り
、
総
務
を
辞
任
、
同
時
《
政
界
を
引

退
し
て
禅
の
道
に
入
っ
た
」
（
巻
一
、
四
四
頁
）
。
し
か
し
、
同
年
に
序
を
依
託
さ
れ
、
居
士
号
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
か
ら
南
天
棒
に

参
じ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
大
石
の
著
作
に
は
英
文
の
翻
訳
以
外
、
「
富
強
策
』
（
博
文
堂
、
一
八
九
一
年
）
、
そ
し
て
犬
養
毅
と
の
共
著
『
最
近

政
界
之
真
相
』
（
二
松
堂
、
一
九
二
年
）
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

（
日
）
菊
倦
宗
監
ぅ
（
俗
姓
は
島
田
、
室
号
は
雲
能
軒
、
一
八
七
二
’

h

一
九
五
九
）
は
、
平
松
亮
卿
と
居
士
以
臥
南
天
棒
の
唯
一
の
直
接
の
法
嗣
に
な
っ
た
。
晴

一
九
八
一
年
）
九
九
七
頁
参
照
。
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南天棒とその思想展開

和
一
五
（
一
九
四
O
）
年
九
月
一
九
日
に
南
禅
寺
派
管
長
に
な
っ
た
こ
と
は
、
棲
井
景
雄
著
『
綾
南
輝
寺
史
』
（
付
録
一
南
禅
寺
住
持
歴
代
表
二
七
頁
）

で
確
認
で
き
る
。
し
か
し
入
滅
の
一
九
五
九
年
一
O
月
一
二
日
以
外
に
は
、
こ
の
老
師
の
こ
と
は
定
か
で
は
な
い
。
法
嗣
も
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
『
績
割
綿
株
僧
賓
待
」
に
項
が
な
い
の
は
不
思
議
。
南
禅
寺
な
と
で
の
讃
査
が
必
要
。

（
ロ
）
『
近
世
繭
休
僧
賓
侍
』
巻
一
二
、
五O
二
一
頁
（
思
文
関
一
九
七
三
年
）
原
漢
文
。

（
日
）
官
岡
崎
五
六
（
一
八
三
六
i

九
六
）
に
つ
い
て
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
に
項
が
あ
る
（
五
五
七
頁
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
薩
摩
藩
士
で
、
明
治
一
九

三
八
八
六
）
年
に
東
京
府
知
事
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『
行
脚
録
』
の
記
録
と
一
致
し
て
い
る
。

（
日
）
『
禅
話
』
一
一
四O
頁
。
『
行
脚
録
』
一
一O
一
一
員
に
も
同
じ
希
望
を
語
っ
て
い
る
。

（
日
）
『
行
脚
録
』
一
一
一
三
頁
。

（
児
）
『
行
脚
動
可
五
ー
一
一

i
三
一
二
頁
。

（η
）
出
版
は
翌
年
の
大
正
一
O

（
一
九
二
一
）
年
に
当
た
る
。

（
店
）
『
行
脚
録
』
二
閉
七1
一
一
四
九
頁
。

（
印
）
麗
宗
の
没
年
は
雄
香
寺
に
現
存
す
る
位
牌
（
明
治
十
三
年
三
月
十
一
白
）
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
。
生
年
は
『
行
脚

録
』
の
「
六
十
一
歳
で
遷
化
さ
れ
た
と
は
惜
し
い
こ
と
じ
ゃ
」
（
一
六
二
頁
）
と
い
う
年
齢
を
逆
算
し
た
も
の
な
の
で
、
ズ
レ
を
含
ん
で
い
る
か
も

知
れ
な
い
。
同
じ
く
南
天
棒
の
『
機
略
縦
横
』
で
は
、
麗
宗
が
寓
寧
玄
葉
（
一
七
九0
1
一
八
六
O
）
の
後
継
者
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
二
九
八

頁
）
。

（
初
）
『
行
部
録
』
二
四
頁
。

（
幻
）
『
禅
話
』
四
八
、
一
一
九
頁
。
「
十
病
」
の
原
文
は
『
虚
堂
録
』
巻
四
の
「
双
林
夏
前
舎
香
普
説
」
に
あ
る
3
・
合
口

0
・
N
O
S
E
－
－
合ω
円
N
N
i

5
5
E
3
0

こ
の
説
法
で
虚
堂
は
「
今
の
学
者
、
昇
、
の
妙
を
得
ざ
る
こ
と
は
、
病
い
自
信
不
及
の
処
に
在
り
。
病
い
得
失
是
非
の
処
に
在
り
。
病

い
我
見
偏
執
の
処
に
在
り
。
病
い
限
量
案
臼
の
処
に
在
り
。
病
い
機
境
不
脱
の
処
に
在
り
。
病
い
少
を
得
て
足
れ
り
と
為
す
処
に
在
り
。
病
い
一

師
一
友
の
処
に
在
り
。
病
い
弄
｛
示
別
派
の
処
に
在
り
。
病
い
位
貌
拘
束
の
処
に
在
り
。
病
い
自
ら
大
に
し
て
一
生
を
了
じ
て
小
も
得
ず
の
処
に
在

り
。
」
と
言
っ
て
い
る
（
原
漢
文
）
o

無
著
道
忠
が
引
用
す
る
『
禅
利
一
覧
』
に
よ
る
と
双
林
は
虚
堂
の
「
賓
林
語
録
」
の
宝
林
禅
寺
（
現
在
の
所
江

省
）
を
指
し
て
い
る
（
梢
伸
文
化
研
究
所
編
「
虚
堂
録
筆
耕
』
一
七
三
頁
）
。

（
泣
）
『
禅
話
』
一
二
三
貰
。

68 

『
禅
話
』
二
一
一
一
一
頁
。
『
行
脚
録
』
に
も
同
じ
り
ス
ト
が
あ
る
こ
四
六
1

一
回
八
頁
）
。ζ
c
u
『

2
2
印
・2
1
4
0）
参
照
。

『
正
法
輪
』
二O
、
明
治
廿
七
年
五
月
一
五
日
、
二
二
頁
。
筆
者
は
傍
線
と
濁
点
を
加
え
た
。

傍
点
は
原
文
の
ま
ま
。

原
文
に
誤
植
あ
り
。
原
文
の
「
申
土
す
る
す
る
と
に
す
べ
し
」
を
「
申
上
す
る
こ
と
に
す
べ
し
」
に
直
し
た
。

湾
海
玄
昌
（
抱
樹
軒
、
俗
姓
不
詳
、
一
八
三
一

5

九
八
三
伝
記
は
『
近
世
間
林
僧
費
等
』
巻
三
、
一
七
五
1

一
八
O
頁
、
『
禅
学
大
辞
典
』
二
八
七

1

二
八
八
頁
、
『
明
治
の
禅
匠
』
四
七1
六
六
頁
、
『
呂
本
仏
教
人
名
辞
典
』
五
一O
頁
な
と
に
あ
る
。

（
お
）
藻
林
義
南
〈
俗
姓
は
河
野
、
一
八
四
七
1

九
八
）
、
『
近
世
樟
林
僧
賓
惇
』
巻
三
、
一
七
一1

一
七
五
頁
に
伝
記
あ
り
。

（
却
）
俗
姓
は
「
阪
上
」
で
は
な
く
「
坂
上
」
が
正
し
い
。
真
浄
宗
詮
（
俗
姓
は
小
幡
、
の
ち
に
坂
上
、
潜
龍
室
、
ま
た
は
荊
教
室
、
一
八
四
二

1

一
九
一
四
）O

『
近
世
禅
林
僧
賓
侍
』
巻
三
一
、
三
一
二
二

1

三
四
四
頁
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
宗
詮
の
地
位
で
あ
る
。
宗
詮
は
議
長
で
、
妙
心
中
守
派
管
長
は

依
然
と
し
て
匡
道
慧
揮
（
俗
姓
は
産
、
一
八O
九
；
九
五
）
だ
っ
た
。

ば
ん
き
ん

（
刊
叫
）
娩
近
は
「
古
代
に
対
し
て
近
頃
の
世
を
い
う
。
近
年
。
晩
は
娩
。
又
、
ヒ
ク
と
訓
じ
、
古
の
道
を
以
て
近
世
に
戦
く
と
い
う
義
。
」
『
大
漢
和
辞

典
』
巻
一
O
、
一
O
一
九
頁
。

（
出
）
原
文
に
あ
る
誤
植
で
、
「
疎
」
は
「
遮
L
の
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
入
疎
」
ま
た
は
「
入
箆
」
が
正
し
く
、
そ
れ
を
「
入
細

L
に
対
比
し
て

い
る
。

に
ゅ
う
と
く

（
詑
）
年
老
い
た
牛
と
乳
を
飲
む
仔
牛
（
乳
積
）
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
師
匠
と
弟
子
の
比
喰
で
あ
る
。

（
ね
）
「
宗
仁
」
の
誤
字
か
。
こ
の
文
脈
で
は
師
匠
の
老
婆
心
切
を
指
す
だ
ろ
う
。

（
鎚
）
司
行
脚
録
』
で
、
ま
ず
「
満
場
一
致
の
大
賛
成
じ
ゃ
」
と
い
う
印
象
を
受
け
た
こ
と
（
二
六
六
頁
）
、
そ
し
て
間
相
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と

を
語
・
っ
て
い
る
「
柄
を
煽
て
上
げ
て
ペ
テ
ン
に
か
け
た
」
（
一
ヱ
ハ
六

1

二
六
八
頁
）O

（
お
）
『
行
脚
録
』
二
六
八
頁
。

（
お
）

(M
) 

（
お
）

（
お
）

（
幻
）
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